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1　事業の概要

30年度

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

30年度
決算額

3,158,704 千円

職員数 76.80 人

hoken-shippei@pref.nagano.lg.jp
事　業　名 心の健康支援推進事業

部局 健康福祉部 課・室 保健・疾病対策課

実施期間 S47 E-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標 健康寿命

総合的に展開する
重点政策

4-2 ライフステージに応じた健康づくりの支援 4-4 生命・生活リスクの軽減

4-3 医療・介護提供体制の充実

事業番号 05 07 04

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

区　分（単位：千円） 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

目指す姿

・医療・介護・福祉の連携による総合的な支援を行い、認知症の人が住み慣れた地域で安心して暮らせる社会を目指す。
・多様な精神疾患等に対応できる医療連携体制の構築及び精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築を目指
す。
・関係機関等と連携し、社会的な取組として自殺対策を実施することで、誰も自殺に追い込まれることのない信州を目指す。
（主な実施内容：認知症施策推進事業、精神科医療対策事業、自殺対策推進事業、精神保健福祉センター事業、発達障がい者支援事業
など）

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金

16.5
（H28）

達成

　その他
③

現状
(予算編成時)

・県内の精神疾患患者数は、入院患者及び通院患者（自立支援医療受給認定者）を合わせ
て37,538人（H29.3月末現在）となっている。
・精神保健福祉センターにおける相談件数は、10,501件（H27年度）となっている。

1,622,750

当初予算
No 成果指標 29年度

達成状況

　県　債
②

精神病床における早期退
院率（入院後1年時点）

1,598,941 1,658,609

0
91% 未達成

3,249,220

26,776

3,275,996

0

3,266,796

0

3,269,255

54,305 24,729
3,930人 未達成

0

3,269,255

1,608,744

0

1,634,465

26,046
3,875人

 概算人件費 （Ｃ）

 概算事業費（B（A）+C）

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

3,234,999 3,158,704

72.3 76.8

585,775

3,820,774

631,142

3,789,846

74.2

609,776

3,879,031

目標に対する

成果の状況

①平成30年の自殺死亡率（概数）は15.5人となり、目標を達成した。これは、相談、人材養成、普及啓発等の総合的な自殺対
策の実施及び市町村、民間団体による自殺対策の取組による効果と考えられる。
②入院後１年時点の退院率は90.9%となり、目標値を下回った。入院患者の地域移行が進んでいるものの、関係機関とのさら
なる連携により取組みを進める必要があると考えられる。
③入院患者数は減少したものの目標値を下回った。入院患者の地域移行が進んでいるものの、関係機関とのさらなる連携に
より取組みを進める必要があると考えられる。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施

課　題 今後の方向性

①平成30年度を計画期間初年度とする「第３次長野県自殺対
策推進計画」の着実な実施
②・③精神病床における入院患者の早期退院のさらなる推進

①保健・医療分野に加え、福祉、教育、労働等の関連施策が
有機的に連携する中、未成年者、高齢者、生活困窮者及び
勤務問題を重点分野に位置づけ、相談事業、人材養成事
業、普及啓発事業等に取り組む。
②・③精神障がい者の地域生活移行に向け、精神障がいにも
対応した地域包括ケアシステムの構築など、関係機関との連
携をさらに進め、地域移行・地域定着を図る。

□ 事業を現行どおり実施

認知症施策総合推進事業

精神障がい者地域生活支
援事業

No 30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度 令和元年度

（人） （当初） （決算） （当初）

プロジェクト
細事業名

No

備考
成果指標
設定理由

① 自殺死亡率（人口10万対）

精神病床における入院患
者数

①誰も自殺に追い込まれることのない信州を実現するため
設定
②③精神障がい者が住み慣れた地域で、本人の意向に即
して充実した生活を送ることができるよう地域生活への移行
をすすめるため設定

22,822 18,349 44,632

精神障がい者の地域移行促進のための関係者会議・研修
会、精神障がい者の理解促進のための地域住民や高校
生等に対する啓発等を行った。

0.30 2,521 1,822 2,518

50,914

3,317,710

令和元年度

認知症の人とその家族が住み慣れた地域で安心して暮ら
せるよう、市町村における認知症初期集中支援チームの
体制整備をはじめ、医療従事者向け認知症対応力向上研
修や一般県民向け講演会等を実施した。

0.60

1,634,372

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業改善シート （30年度実施事業分）

29年度 30年度

目標値

16.5以下

91%

3,870人

成果

15.5
（概数）

90.90%
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No 30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度 令和元年度

（人） （当初） （決算） （当初）

プロジェクト
細事業名

No

3

4

5

6

7

8

18,427 15,511 18,363

自殺対策推進事業

精神保健福祉センター事業

第3次長野県自殺対策推進計画に基づき、市町村、関係
機関、民間団体等と連携して、相談事業、人材養成事業、
普及啓発事業等に取り組んだ。

2.00

精神医療対策事業

精神科救急医療整備事業

発達障がい者支援事業

依存症対策事業

休日・夜間時の精神救急医療に対応する輪番病院及び常
時対応施設の整備や、夜間に精神障がい者本人・家族等
からの医療相談等を行うアセスメントセンターの設置・運営
などを実施した。

精神保健の向上及び精神障がい者の福祉の増進を図る
ため、専用電話による精神保健相談及び外来診療をはじ
め、精神保健福祉業務に従事する関係機関の職員等を対
象とした専門的研修、一般県民の方を対象とした講演会等
を開催した。

合計 76.80 3,266,796 3,158,704 3,269,255

21,946

平成29年度に策定した県アルコール健康障害対策推進
計画を着実に実施するための推進会議やかかりつけ医向
けの研修会を開催した。

0.10 200 108 404

圏域ごとに組織した発達障がい診療地域ネットワーク会議
を中心に、医療関係者及び他分野の支援者によるグルー
プワークなどを通じた診療ネットワークの強化を図るととも
に、信州大学医学部附属病院に「子どものこころの発達医
学教室」を新たに開設し、専門医・診療医の育成を図っ
た。

5.50

0.30 106,493 90,716

措置入院患者の入院医療費及び精神障がい者通院医療
費の公費負担等を行った。

50.00 3,044,197 2,968,164

50,688 43,106

21,448 20,928

3,022,231

108,033

51,128

18.00
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

05 07 04

29年度

認知症施策総合推進事業 認知症地域支援施策推進事業
直
接

・認知症施策推進協議会及び認知症施策推進協議会医療
部会の開催

・認知症施策推進協議会及び認知症施策推進協議会医療
部会の開催

計画通り
○

314 314 314 22 275

認知症施策総合推進事業
認知症初期集中支援チーム整備推
進事業

H30年度廃止事業 ― ― 3,639 0 0 0 0

認知症施策総合推進事業 認知症地域医療支援事業
直
接

・病院勤務の医療従事者向け及び看護管理者向け認知症
対応力向上研修の開催

・病院勤務の医療従事者向け及び看護管理者向け認知症
対応力向上研修の開催

計画通り
○

845 1,191 1,191 0 633

認知症施策総合推進事業 認知症地域医療支援事業
委
託

・薬剤師向け認知症対応力向上研修の開催
・認知症初期集中支援チーム支援医の養成

・薬剤師向け認知症対応力向上研修の開催
【委託先：（一社）長野県薬剤師会】

計画通り
○

269 769 769 0 519

認知症施策総合推進事業 若年性認知症施策推進事業
委
託

・若年性認知症コーディネーターにより、関係者ネット
ワークの構築、支援関係者研修会、個別電話対応を行
う。

・若年性認知症コーディネーターを設置し、関係者ネッ
トワークの構築、支援関係者研修会、個別電話対応を
行った。
【委託先：（特非）長野県宅老所・グループホーム連絡
会】

計画通り
○

1,996 1,996 1,996 0 1,995

認知症施策総合推進事業 認知症疾患医療センター運営事業
補
助
金

・10月に認知症疾患専門相談、鑑別診断、地域との連携
を行う認知症疾患医療センターを新たに２カ所指定し、
計５カ所指定。

・認知症疾患専門相談、鑑別診断、地域との連携を行
う、認知症疾患医療センターを新たに2カ所指定し、計
5ヵ所指定。

計画通り
○

10,863 21,726 18,105 0 14,480

認知症施策総合推進事業 認知症予防県民運動推進事業
直
接

・認知症高齢者対策・高齢者虐待防止啓発に関する講演
会を開催
・啓発パンフレットの作成・配布

・認知症高齢者対策・高齢者虐待防止啓発に関する講演
会を開催
・啓発パンフレットの作成・配布

計画通り
○

447 447 447 0 447

精神障がい者地域生活支援事業
精神障がい者地域生活支援コー
ディネーター等連絡会議

直
接

・各圏域の障がい者総合支援センター等に配置されてい
る地域生活支援コーディネーターと保健所保健師等で、
精神障がい者の地域移行を促進するための連絡会を開
催。

・各圏域の障がい者総合支援センター等に配置されてい
る地域生活支援コーディネーターと保健所保健師等で、
精神障がい者の地域移行を促進するための連絡会を開
催。

計画通り
○

68 45 45 0 0

精神障がい者地域生活支援事業
精神障がい者地域生活支援関係者
研修

直
接

・地域移行に関する体制強化のための関係者研修会を開
催

・地域移行に関する体制強化のための関係者研修会を開
催

計画通り
○

988 987 987 0 408

精神障がい者地域生活支援事業 障がい者支え合い活動支援事業
委
託

・当事者支援員及び家族支援員による、地域住民等の精
神障がいへの理解促進を図るための啓発及び入院中又は
退院後間もない精神障がい者に対する訪問支援。

・当事者支援員及び家族支援員による、地域住民等の精
神障がいへの理解促進を図るための啓発及び入院中又は
退院後間もない精神障がい者に対する訪問支援。
【委託先：長野県ピアサポートネットワーク、（特非）
長野県精神保健福祉会連合会】

計画通り
○

1,179 1,179 1,179 0 1,172

精神障がい者地域生活支援事業 精神障がい者地域ケア推進事業
直
接

・地域住民、民生児童委員、自治会役員を対象に精神障
がい者の理解のための研修会等を開催

・地域住民、民生児童委員、自治会役員を対象に精神障
がい者の理解のための研修会等を開催

計画通り
○

206 205 205 0 149

精神障がい者地域生活支援事業 若者向け心のバリアフリー事業
委
託

・若者が精神障がいに対する偏見をなくし、自らの心の
健康を考える機会とするため、精神疾患を持つ当事者を
講師として高校に派遣する。

・若者が精神障がいに対する偏見をなくし、自らの心の
健康を考える機会とするため、精神疾患を持つ当事者を
講師として高校に派遣した。【委託先：せいしれん】

計画通り
○

105 105 105 0 93

精神医療対策事業 自立支援医療費
直
接

・精神障がい者の通院医療費を公費負担 ・精神障がい者の通院医療費を公費負担
計画通り

○
2,834,023 2,812,000 2,812,000 46,142 2,750,622

精神医療対策事業 自立支援医療費
委
託

・審査支払事務委託
・審査支払事務委託
【委託先：社会保険診療報酬支払基金、長野県国民健康
保険団体連合会】

計画通り
○

50,270 49,763 49,763 0 48,800

精神医療対策事業 措置入院等
直
接

・措置入院の決定、措置入院医療費の公費負担、措置入
院者等実地審査、医療保護入院移送

・措置入院の決定、措置入院医療費の公費負担、措置入
院者等実地審査、医療保護入院移送

計画通り
○

146,192 162,005 162,005 0 151,886

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

3

3

健康福祉部 保健・疾病対策課課・室心の健康支援推進事業

30年度
実施
状況

部局
事業番号

事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）
当初
(千円)

要求
(千円)

3

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

1

細事業
No

1

項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定）
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29年度

健康福祉部 保健・疾病対策課課・室心の健康支援推進事業

30年度
実施
状況

部局
事業番号

事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）
当初
(千円)

要求
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

細事業
No

項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定）

精神医療対策事業 精神医療審査会
直
接

・定期病状報告等の書類審査、退院請求及び処遇改善請
求の審査、自立支援医療費受給者証及び精神障害者保健
福祉手帳の判定審査

・定期病状報告等の書類審査、退院請求及び処遇改善請
求の審査、自立支援医療費受給者証及び精神障害者保健
福祉手帳の判定審査

計画通り
○

13,954 14,410 14,410 0 11,279

精神医療対策事業
自立支援医療費受給者証・精神障
害者保健福祉手帳交付

直
接

・自立支援医療費受給者証・精神障害者保健福祉手帳の
交付

・自立支援医療費受給者証・精神障害者保健福祉手帳の
交付

計画通り
○

6,089 4,173 4,173 0 4,162

精神医療対策事業
地方精神保健福祉審議会・精神科
救急医療連絡調整会議

直
接

・地方精神保健福祉審議会、精神科救急医療連絡調整会
議の開催

・地方精神保健福祉審議会の開催
計画未満

△
261 262 262 0 168

精神医療対策事業
災害派遣精神医療チーム体制整備
事業

直
接

・DPAT（災害派遣精神医療チーム）運営委員会の開催、
DPAT研修の実施、傷害保険への加入、装備品の整備

・DPAT運営委員会の設置・開催
・DPAT研修会の実施
・DPAT体制の整備（衛星携帯、モバイルPC一式及び傷害
保険への加入）

計画通り
○

293 1,701 1,584 0 1,247

精神科救急医療整備事業 精神科救急医療確保事業
委
託

・４圏域（東北中南信）ごとに輪番病院を指定。
・県立こころの医療センター駒ヶ根を常時対応施設とし
て指定。

・４圏域（東北中南信）ごとに輪番病院を指定。
・県立こころの医療センター駒ヶ根を常時対応施設とし
て指定。
【委託先：県立こころの医療センター駒ヶ根以下18件】

計画通り
○

91,348 91,383 91,383 0 77,967

精神科救急医療整備事業
精神障がい者在宅アセスメントセ
ンター事業

委
託

・365日開設の相談窓口を整備し、精神疾患に係る救急
入院の要否判定、在宅で受けられる支援制度の紹介、支
援機関への取り次ぎ等を実施。

・365日開設の相談窓口を整備し、精神疾患に係る緊急
入院の要否判定、在宅で受けられる支援制度の紹介、支
援機関への取り次ぎ等を実施。
【委託先：県立こころの医療センター駒ヶ根】

計画通り
○

14,558 14,558 14,558 0 12,358

精神科救急医療整備事業
長期連休時の精神保健指定医待機
事業

直
接

・ゴールデンウィークや年末年始等、医療機関の休診日
が連続する期間において、措置入院診察を確実に実施で
きるよう精神保健指定医を配置する。

・ゴールデンウィークや年末年始等、医療機関の休診日
が連続する期間において、措置入院診察を確実に実施で
きるよう精神保健指定医を配置した。

計画通り
○

552 552 552 0 391

自殺対策推進事業 対面相談事業
直
接

・弁護士と保健師による相談会の開催 ・弁護士と保健師による相談会の開催
計画通り

○
2,329 2,589 2,589 0 1,964

自殺対策推進事業 人材育成
直
接

・市町村職員や医療・福祉従事者、支援機関関係者等に
対する研修

・市町村職員や医療従事者、職域団体関係者等に対する
研修

計画通り
○

666 777 777 0 413

自殺対策推進事業 普及啓発
直
接

・自殺予防週間、自殺対策強化月間等におけるPR ・自殺予防週間、自殺対策強化月間等におけるPR
計画通り

○
2,402 2,358 2,358 0 1,763

自殺対策推進事業 市町村等支援
補
助
金

・市町村が実施する事業への補助
・民間団体が実施する事業への補助
・いのちの電話相談支援事業

・市町村が実施する事業への補助
・関係団体が実施する事業への補助
・いのちの電話相談支援事業

計画通り
○

47,679 44,354 44,354 4,750 38,580

自殺対策推進事業
長野県地域自殺対策推進センター
事業

直
接

・地域の自殺対策に関する情報の管理・提供
・自殺予防のための関係者研修会
・市町村の自殺対策計画策定を支援
・自殺対策連絡協議会の開催
・こころの健康相談統一ダイヤルの運営

・地域の自殺対策に関する情報の管理・提供
・自殺予防のための関係者研修会
・市町村の自殺対策計画策定を支援
・自殺対策連絡協議会の開催
・こころの健康相談統一ダイヤルの運営

計画通り
○

885 610 610 0 386

精神保健福祉センター事業 精神保健相談の実施
直
接

・専用電話による精神保健福祉に関する電話相談
・思春期相談の実施
・依存症相談の実施

・専用電話による精神保健福祉に関する電話相談
・思春期相談の実施

計画通り
○

4,113 6,457 5,629 0 5,354

精神保健福祉センター事業 各精神保健福祉研修会等
直
接

・地域精神保健福祉の推進のための研修会、講座等 ・地域精神保健福祉の推進のための研修会、講座等
計画通り

○
1,467 1,395 1,395 0 446

精神保健福祉センター事業
精神保健福祉関係パンフレット等
の作成

直
接

・精神保健福祉センター所報、パンフレット等 ・精神保健福祉センター所報、パンフレット等
計画通り

○
622 622 622 0 303
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29年度

健康福祉部 保健・疾病対策課課・室心の健康支援推進事業

30年度
実施
状況

部局
事業番号

事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）
当初
(千円)

要求
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

細事業
No

項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定）

精神保健福祉センター事業 センター運営費
直
接

・運営事業費 ・運営事業費
計画通り

○
8,386 10,782 10,781 0 9,408

発達障がい者支援事業
発達障がい診療地域ネットワーク
整備事業

委
託

・圏域ごとに発達障がい診療地域ネットワーク会議を組
織し、医療関係者及び他分野の支援者によるグループ
ワークなどを通じて診療ネットワークの強化を図る。

・圏域ごとに発達障がい診療地域ネットワーク会議を組
織し、医療関係者及び他分野の支援者によるグループ
ワークなどを通じて診療ネットワークの強化を図った。
【委託先：県立こども病院】

計画通り
○

1,908 1,948 1,948 0 1,809

発達障がい者支援事業 かかりつけ医対応力向上研修事業 発達障がい診療地域ネットワーク整備事業に統合 ― ― 66 － － － 0

発達障がい者支援事業 発達障がい診療人材育成事業
委
託

・全県で格差なく発達障がいの診療が受けられるような
地域の体制整備を行うとともに、教育・福祉・保健等の
関係機関と連携したネットワークを構築する。

・信州大学医学部附属病院「子どものこころ診療部」に
「子どものこころの発達医学教室」を新たに開設し、専
門医・診療医の育成を図った。
【委託先：信州大学医学部附属病院】

計画通り
○

－ 25,000 19,500 0 19,119

依存症対策事業 アルコール健康障害対策事業
直
接

・関係機関が連携を図り、アルコール健康障害の理解を
深める取組の推進のために県アルコール健康障害対策推
進会議を開催する。

・県アルコール健康障害対策推進計画の進捗管理等を行
うアルコール健康障害対策推進会議を開催
・かかりつけ医向けのアルコール健康障害対応研修を開
催

計画通り
○

238 200 200 0 108

3,249,220 3,276,863 3,266,796 50,914 3,158,704
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